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　気管支喘息の治療は吸入薬が第一選択薬であり、必要
不可欠である。しかし、吸入操作が間違っていたり、患者背
景に適したデバイスが選択されないと気管内に薬剤が到
達せず期待される効果が得られない。症状が改善しなけ
れば、患者様が吸入薬を自己中止したり、不必要な治療の
step upに繋がる場合がある。特に高齢者喘息（定義とし
て65歳以上1））においては、加齢とともに吸気流量が低下

し2)、手指筋力低下や認知機能低下も関与して吸入手技不
良率は高まる3)。本稿では、高齢者喘息にも適したpMDI＋
スペーサーの有用性について症例報告を交えながら概説
する。また、正しい吸入指導を効率化するために、各種デバ
イスごとの吸入操作解説ビデオを新しく作成したので紹介
する。明日からの喘息診療に役立つ内容であるので、是非
活用してもらいたい。

■ はじめに
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■ おわりに
　pMDIにスペーサーを装着することによって、小児や高
齢者、ベッド上安静症例など全ての喘息患者様で吸入が可
能となり、喘息治療において必要不可欠である。中でもエ
アロチャンバープラスは耐久性にも優れ、最も使用感が良
いスペーサーと思われ、超高齢化社会を迎える本邦におい

てますます需要が高まると考える。COVID-19蔓延下での
吸入指導には、日本喘息学会の吸入操作ビデオを活用し、
安全かつ正しい吸入方法で患者様の喘息コントロールを
最良にしていただけることを望む。

ご所属は2022年3月当時の情報です。
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